
　
愛
知
県
・
私
立
滝
中
学
校
・
滝
高
校
は

２
０
１
６
年
９
月
、
生
徒
に
よ
り
よ
い
教
育

を
提
供
す
る
た
め
、
株
式
会
社
滝
教
育
研
究

所
を
設
立
し
た
。
現
在
、
同
校
の
教
師
は
同

研
究
所
で
、
勤
務
時
間
外
の
学
習
講
座
や
休

業
日
の
部
活
動
の
指
導
を
業
務
委
託
で
行
っ

て
お
り
、
教
師
の
適
正
な
労
働
環
境
の
整
備

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
（
Ｐ
．12
図
１
・
２
）。

　
同
研
究
所
は
、
14
年
度
に
始
ま
っ
た
創
立

１
０
０
周
年
に
向
け
て
自
校
の
教
育
の
あ
り

方
を
考
え
る
委
員
会
で
の
議
論
を
発
端
に
設

立
さ
れ
た
。
ベ
テ
ラ
ン
教
師
の
委
員
の
１
人

が
、「
昔
は
生
徒
も
教
師
も
学
校
の
近
く
に

住
ん
で
い
た
た
め
、
放
課
後
は
教
師
の
自
宅

で
生
徒
に
勉
強
を
教
え
る
『
家
庭
補
習
』
を

行
っ
て
い
た
。
生
徒
と
教
師
の
距
離
が
近
く
、

成
果
も
上
げ
て
い
た
」
と
話
し
た
と
こ
ろ
、

若
手
の
教
師
か
ら
「
自
分
た
ち
も
『
家
庭
補

習
』
の
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
」
と

い
う
声
が
上
が
っ
た
。

　
ま
た
、
当
時
は
高
校
３
年
生
が
放
課
後
や

休
業
日
に
自
主
勉
強
会
を
開
い
て
い
た
。
下

校
時
刻
以
降
や
休
業
日
は
公
共
施
設
を
利
用

し
て
生
徒
同
士
が
教
え
合
い
、
切
磋
琢
磨
し

て
い
た
。
自
主
勉
強
会
は
後
輩
に
引
き
継
が

れ
て
い
っ
た
が
、
15
年
度
に
は
公
共
施
設
を

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
。
生
徒
は
休
業
日
だ

け
で
も
学
校
の
教
室
を
使
え
る
よ
う
に
で
き

な
い
か
学
校
に
相
談
し
た
が
、
教
師
は
休
日

出
勤
と
な
る
た
め
、
協
力
で
き
る
か
は
不
透

明
だ
っ
た
。
そ
の
状
況
を
聞
い
た
学
校
は
、

見直しの成果・今後の展望

❶教師は勤務時間外でも生
徒の意欲に応えて指導。

❶生徒の思いを尊重しつ
つ、勤務時間外の学習
指導や休業日の部活動
の指導を業務委託する
仕組みとして、株式会
社の設立を発案。

❶勤務時間内に業務が終
わるよう、工夫して効
率的に業務を進めるよ
うになり、多くの教師が
定時で退勤できている。

❷職員会議で合意形成を
してから物事を進める。

❷学校経営上の事案は経
営者の判断で見直しや
変更を進め、素早く対
応。

❷現場の教師が「小さな
経営感覚」を持ち、変化
に柔軟に対応するよう
になった。

＊　滝教育研究所の設立・運営を始めとする同校の取り組みは、2025年７月１日に実施した「『VIEW next』高校版 2025 年４月号 特集テーマ連動オンライ
ンセミナー」でも紹介しました。同セミナーのアーカイブ動画は、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』の「ウェブオリジナル記事」（https://view-next.
benesse.jp/view/web-hs/article32854/）、または右の２次元コードからアクセスしてください。

かつての同校で「あたり前」だったこと

「あたり前」を見直した経緯・きっかけ

勤
務
時
間
外
に
教
師
と
生
徒
が
学
ぶ
場

を
つ
く
る
た
め
、株
式
会
社
を
設
立

株
式
会
社
を
設
立
し
、勤
務
時
間
外
の
業
務
を
委
託
。

有
志
の
教
師
の
労
働
環
境
を
守
り
つ
つ
、生
徒
の
意
欲
に
応
え
る

愛
知
県・
私
立
滝
中
学
校・滝
高
校

愛
知
県
・
私
立
滝
中
学
校
・
滝
高
校
は
２
０
１
６
年
度
、
株
式
会
社
滝
教
育
研
究
所
を
設
立
し
、

学
校
の
勤
務
時
間
外
の
学
習
指
導
や
休
業
日
の
部
活
動
の
指
導
を
業
務
委
託
す
る
仕
組
み
を
整
え
た
。

当
初
は
教
師
か
ら
も
、
教
育
機
関
が
株
式
会
社
を
運
営
す
る
こ
と
へ
の
反
発
も
あ
っ
た
が
、
今
で
は
教
育
活
動
の
可
能
性
を
広
げ
る
、

同
校
に
と
っ
て
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
一
連
の
活
動
を
通
じ
て
、
教
師
の
働
き
方
や
学
校
経
営
に
対
す
る
意
識
改
革
も
進
ん
で
い
る
。

教師の勤務形態／
部活動の実施形態

事 例 2
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た
（
図
１
）。
労
働
組
合
委
員
長
を
務
め
る

秋
田
陽よ

う

哉や

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
生
徒
も
参
加
は
任
意
で
あ
り
、
学
習
意

欲
の
高
い
生
徒
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
私
も

学
習
講
座
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
生
徒
の

学
び
た
い
と
い
う
思
い
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

で
、
教
師
も
意
欲
的
に
な
り
、
講
座
数
が
増

え
て
い
き
ま
し
た
。
加
え
て
、
研
究
所
の
こ

と
が
新
聞
記
事
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
多
く
の

学
校
が
視
察
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
外
部
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
仕
組
み
だ

と
校
内
に
周
知
さ
れ
る
と
、
反
発
の
声
は
小

さ
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」

　　
同
研
究
所
に
よ
っ
て
、
部
活
動
の
指
導
形

態
も
転
換
さ
れ
た
。

　
同
校
は
17
年
３
月
に
、
労
働
基
準
監
督
署

の
聞
き
取
り
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
労
働
基

準
法
に
合
う
よ
う
に
就
業
規
則
等
の
変
更
、

労
働
組
合
と
の
取
り
決
め
の
見
直
し
を
行
っ

た
。
そ
の
時
に
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
の
が

休
業
日
の
部
活
動
だ
っ
た
。
登
校
日
の
部
活

動
は
終
了
時
刻
を
生
徒
の
下
校
時
刻
の
17
時

30
分
と
す
る
こ
と
で
教
師
の
勤
務
時
間
内
に

収
ま
る
が
、
休
業
日
の
部
活
動
は
勤
務
時
間

外
と
な
る
。
し
か
し
、
生
徒
や
教
師
か
ら
は
、

土
日
に
も
部
活
動
を
や
り
た
い
と
い
う
声
が

何
と
か
生
徒
の
思
い
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
考

え
た
と
、
当
時
校
長
を
務
め
て
い
た
中な

か
し
ま島
政

彦
副
理
事
長
は
語
る
。

　「
教
師
が
『
家
庭
補
習
』
の
よ
う
な
仕
組

み
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
、
生
徒
は
放
課
後

や
休
業
日
に
仲
間
と
学
習
で
き
る
場
を
探
し

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
教
師
の
勤
務
時
間

外
に
、
学
校
以
外
の
場
所
で
、
生
徒
と
教
師

や
生
徒
同
士
が
切
磋
琢
磨
で
き
る
場
を
つ
く

る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
場
を
ど
う
し
た
ら
つ
く
れ
る
の
か

を
考
え
あ
ぐ
ね
て
い
た
と
こ
ろ
、理
事
長
か
ら

株
式
会
社
の
設
立
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
」

　
学
習
講
座
の
業
務
を
同
社
に
委
託
し
、
同

校
の
教
師
の
業
務
委
託
と
す
れ
ば
、
生
徒
に

も
っ
と
教
え
た
い
と
い
う
教
師
が
、勤
務
時

間
外
に
報
酬
を
得
な
が
ら
活
躍
で
き
る
。
ま

た
、
生
徒
の
自
主
勉
強
会
の
開
催
も
可
能
に

な
る
。
財
団
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
検
討
さ

れ
た
が
、
財
務
管
理
や
意
思
決
定
の
速
さ
を

考
慮
す
る
と
、
株
式
会
社
が
最
適
と
い
う
結

論
に
至
っ
た
。

　
同
研
究
所
で
任
意
の
教
師
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
学
習
講
座
は
、
開
講
時
間
を
退
勤
時
刻

後
に
自
由
に
設
定
で
き
る
。
教
師
の
も
っ
と

教
え
た
い
と
い
う
意
欲
と
、生
徒
の
も
っ
と

学
び
た
い
と
い
う
意
欲
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
だ
が
、
同
研
究
所
の
設
立
当
初

は
教
師
か
ら
の
反
発
が
あ
っ
た
。「
株
式
会

社
＝
利
益
追
求
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
、

「
聖
職
者
で
あ
る
教
師
が
従
事
し
て
よ
い
の

か
」と
い
っ
た
捉
え
方
を
す
る
教
師
が
少
な

く
な
か
っ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
同
研
究
所
の
運
営
に
賛
同

す
る
教
師
に
よ
っ
て
基
礎
学
力
の
定
着
や
大

学
入
試
対
策
な
ど
の
学
習
講
座
が
設
け
ら
れ

た
。
生
徒
か
ら
の
評
判
は
上
々
で
、
そ
れ
に

伴
い
、
講
座
数
や
受
講
者
数
は
増
え
て
い
っ

※学校資料を基に編集部で作成。

※学校資料を基に編集部で作成。
②個人業務委託契約

業務委託契約
•学習講座の講師
•部活動の指導副業届け

株式会社
滝教育研究所

滝中学校・
滝高校

滝中学校・滝高校
の教師

①業務希望を提出

労
働
組
合
委
員
長

秋
田
陽
哉 

あ
き
た
・
よ
う
や

同
校
に
赴
任
し
て
14
年
目
。

国
語
科
。
滝
教
育
研
究
所
講
師
。

副
理
事
長
、
学
園
長

中
島
政
彦 

な
か
し
ま
・
ま
さ
ひ
こ

同
校
に
赴
任
し
て
50
年
目
。

滝教育研究所の主な活動内容図１

講座部門

クラブ活動部門

•開講を希望した同校の教師等による学習講座
研究所が設定した基礎講座、教師が設定した大学入試対策
講座、同校卒業生によるAIの活用講座など。
•セミナー室、自習室の提供
　生徒・教師が放課後や休業日に利用可能。
【講座の設置数・受講者数】

年度 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

講座数 28 37 37 32 36 42 31

受講者数 353 577 617 532 627 662 577

25 年度は44 講座を開講。受講者数は延べ人数。

•休業日の部活動の運営（図３参照）

滝教育研究所と同校との業務委託の仕組み図２

受
講
者
の
増
加
に
伴
い
、

新
た
な
講
座
の
形
態
が
定
着

休
業
日
の
部
活
動
の
指
導
も

研
究
所
に
業
務
委
託

設
立
　
１
９
２
６
（
大
正
15
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
高
校
１
学
年
約
３
７
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
北
海

道
大
、
東
北
大
、
東
京
大
、
岐
阜
大
、
名
古
屋
大
、
京
都

大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
な
ど
に
１
６
６
人
が
合
格
。
私
立

大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲
田

大
、
愛
知
医
科
大
、
南
山
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
な

ど
に
延
べ
５
２
２
人
が
合
格
。

学
校
概
要
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あ
り
、
土
日
に
行
わ
れ
る
公
式
大
会
に
対
応

で
き
る
体
制
も
必
要
だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
18
年
度
か
ら
、
学
習
講
座
と
同
様

に
、
休
業
日
の
部
活
動
の
指
導
を
同
研
究
所

に
業
務
委
託
す
る
こ
と
に
し
た
。
具
体
的
に

は
、
土
日
の
部
活
動
を
実
施
す
る
か
し
な
い

か
を
部
活
動
の
顧
問
が
選
択
で
き
る
よ
う
に

し
、
実
施
す
る
場
合
は
同
研
究
所
に
登
録
し
、

顧
問
の
教
師
は
業
務
委
託
と
し
た
（
図
３
）。

　「
部
活
動
の
か
か
わ
り
方
は
、
今
や
生
徒

や
保
護
者
、
そ
し
て
教
師
が
自
分
で
決
め
る

時
代
で
す
。
部
活
動
は
生
徒
の
人
間
形
成
に

お
い
て
重
要
な
教
育
活
動
の
１
つ
で
す
が
、

唯
一
の
価
値
観
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
部
活
動

を
や
り
た
い
人
・
や
り
た
く
な
い
人
の
双
方

を
尊
重
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
休
業
日
の
部

活
動
は
研
究
所
に
移
管
し
ま
し
た
」（
中
島

副
理
事
長
）

　
同
時
に
、
平
日
も
含
む
１
日
の
活
動
時
間

や
、
休
業
日
に
お
け
る
年
間
の
活
動
日
数
の

上
限
も
決
め
た
。
部
活
動
の
時
間
は
以
前
よ

り
少
な
く
な
っ
た
が
、
各
部
が
工
夫
し
、
効

率
よ
く
練
習
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
ど
の
部
活
動
も
以
前
と
同
様
か
、そ
れ
以

上
の
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。『
強
く
な
る

た
め
に
は
長
時
間
の
練
習
が
必
要
』
と
い
う

『
あ
た
り
前
』
は
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
」（
秋
田
先
生
）

　
課
題
は
、
顧
問
が
休
業
日
の
活
動
は
実
施

し
な
い
こ
と
を
選
択
し
た
も
の
の
、
生
徒
が

活
動
を
希
望
し
た
場
合
の
対
応
だ
。
現
在
は

外
部
の
コ
ー
チ
を
雇
用
し
て
い
る
が
、
顧
問

の
代
わ
り
の
な
り
手
を
見
つ
け
る
の
は
難
し

く
、
今
後
も
対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
研
究
所
の
設
立
か
ら
10
年
目
の
今
、
教
え

た
い
教
師
と
学
び
た
い
生
徒
が
出
会
い
、
学

び
を
深
め
て
い
く
場
を
提
供
す
る
同
研
究
所

は
、
同
校
に
と
っ
て
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ

た
。
研
究
所
の
学
習
講
座
の
担
当
教
師
は
学

校
の
授
業
の
担
当
教
師
と
異
な
る
場
合
が
多

い
た
め
、
生
徒
が
多
様
な
教
師
と
交
流
で
き

る
利
点
も
あ
る
。

　
勤
務
形
態
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
教
師
の

業
務
の
取
り
組
み
方
も
変
わ
っ
た
。
秋
田
先

生
が
所
属
す
る
国
語
科
で
は
、
そ
れ
ま
で
各

教
師
が
別
個
に
行
っ
て
い
た
定
期
考
査
の
作

問
を
、
同
じ
学
年
の
担
当
者
で
分
担
す
る
こ

と
に
し
て
、
業
務
の
効
率
化
を
図
っ
た
。

　「
退
勤
時
刻
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
頃

は
自
前
意
識
が
強
く
、
仕
事
に
メ
リ
ハ
リ
を

つ
け
ず
に
時
間
も
気
に
せ
ず
、
細
部
に
ま
で

こ
だ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
経
験
を
積
み

重
ね
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
業
務
に
か
か

る
時
間
を
見
通
し
、
空
き
コ
マ
も
有
効
に
活

用
し
て
定
時
に
退
勤
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」（
秋
田
先
生
）

　
学
校
経
営
に
対
す
る
教
師
の
意
識
も
変
化

し
て
い
る
。
以
前
は
、
新
し
い
取
り
組
み
を

始
め
る
場
合
や
既
存
の
取
り
組
み
に
変
更
が

あ
る
場
合
は
、
職
員
会
議
で
合
意
形
成
を
し

た
上
で
進
め
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
10
年
、

研
究
所
の
設
立
や
就
業
規
則
の
変
更
、
さ
ら

に
は
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
な
ど
、
理
事
会
や
管

理
職
の
選
択
を
、
教
師
は
自
分
事
と
し
て
捉

え
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
れ
が
教
師
の
意

識
も
変
え
た
と
、
秋
田
先
生
は
語
る
。

　「
か
つ
て
は
、よ
り
よ
い
教
育
活
動
を
実

現
し
た
い
と
い
う
教
師
個
々
の
思
い
を
尊
重

し
、
合
議
制
を
採
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

迅
速
に
経
営
判
断
を
し
て
対
応
す
べ
き
事
案

が
続
き
、教
師
は
否
応
な
く
変
化
し
て
き
ま

し
た
。そ
の
経
験
の
積
み
重
ね
で
、教
師
は
変

化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と

も
に
、経
営
的
視
点
を
持
っ
て
物
事
を
捉
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
発

案
者
が
誰
で
あ
れ
、学
校
が
よ
り
よ
く
な
る

ア
イ
デ
ア
は
、理
事
会
や
管
理
職
の
判
断
を

経
て
、教
師
は
主
体
的
に
そ
の
実
現
に
向
け

て
ま
い
進
し
ま
す
。
中
島
副
理
事
長
は
常
々
、

『
小
さ
な
経
営
感
覚
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
』
と

私
た
ち
に
伝
え
て
い
ま
す
が
、そ
れ
が
教
師

間
に
根
づ
い
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
同
研
究
所
は
今
後
、
不
登
校
の
生
徒
の
学

習
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。
研
究
所
の
存
在
が
教
育
活
動
の
広
が
り

を
後
押
し
し
て
い
る
。

滝教育研究所を活用した部活動の運営形態図３

■形態
•学校での勤務時間内の部活動を「Ａ活動」、勤務時間外の
部活動を「Ｂ活動」に分ける。
•「Ａ活動」は業務として顧問を決定。「Ｂ活動」は顧問の
意思で実施するかしないかを決定。実施する場合、顧問は
滝教育研究所と個人業務委託契約を結ぶ。

■活動時間
•Ａ活動：終礼後から下校時刻の17時30分まで（実質の活
動時間は、月・水・木は45分間、火・金は１時間45分）。
•Ｂ活動：公式大会等への参加を含め、上限は年間60日。
１日あたりの活動は上限３時間、土日はどちらか１日。公
式大会は１日上限６時間とし、土日連続も可。
•朝練習は原則認めない。

■費用
•部の活動費はそれぞれの部で徴収。
•「Ｂ活動」を行う生徒は滝教育研究所に登録費（学期ごと
に2,000円、年間6,000円）を収める（なお、それまで部
活動の活動費に充てていたＰＴＡ会費を年間9,600円から
年間3,000円に減額）。
•顧問には、「Ｂ活動」の指導料を研究所から支給。

■事故やケガ等への対応
•生徒の事故やケガ等は、独立行政法人日本スポーツ振興セ
ンターによる災害共済給付制度で対応。
•「Ｂ活動」を実施する顧問は、業務災害補償保険に加入。

※学校資料を基に編集部で作成。

教
師
一
人
ひ
と
り
が

小
さ
な
経
営
感
覚
を
持
つ
よ
う
に
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